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◎ 本日はお忙しい中、2017年度 第1四半期 決算説明の電話会議にご参加頂きまして、
誠にありがとうございます。

◎ 最初に、スライドの3ページをご覧下さい。
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◎ 業績ハイライトです。

◎ 当第1四半期の営業利益は、前年同期から113億円増加して、254億円となり、
過去最高の水準となりました。

◎ 純利益は、444億円増加して、510億円となりました。
本年4月のPeach Aviationの連結化に伴い、
これまで保有してきた株式の評価を洗い替えたことに因る、
約340億円の特別利益を含んでいます。

◎ EBITDAは、138億円増加して、620億円となりました。

◎ 第1四半期として、順調なスタートを切りました。

◎ 4ページをご覧ください。
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◎ 経営成績の概要です。

◎ 売上高は、前年同期から472億円、12パーセント増加して、4,517億円となりました。
一方、営業費用は、359億円、9パーセント増加して、4,262億円となりました。

◎ その結果、営業利益は、前年同期比で1.8倍の254億円、
経常利益は、2.3倍の247億円となりました。

◎ 親会社株主に帰属する四半期純利益を含めて、
それぞれ前年水準を大幅に上回る、増収増益決算となりました。

◎ 5ページをご覧ください。
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◎ 財政状態です。

◎ 総資産は、前年度 期末より961億円増加して、2兆4,105億円となりました。
Peach Aviationの連結化に伴い、「のれん」を約580億円計上しました。

◎ 自己資本は、353億円増加して、9,545億円となり、
自己資本比率は、39.6パーセントとなりました。

◎ 有利子負債は、7,493億円となり、
デット・エクイティ・ レシオは、0.8倍となりました。

◎ 6ページをご覧ください。
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◎ キャッシュフローです。

◎ 営業キャッシュフローは、営業利益の増加に加え、
当四半期における、法人税の支払額が減少したこと等により、
前年同期と比較して、561億円増加の、956億円の収入となりました。

◎ 投資キャッシュフローは、航空機を中心とした設備投資や、
Peach Aviationの株式を追加取得したこと等により、1,204億円の支出となりました。

◎ 財務キャッシュフローは、72億円の支出となりました。

◎ 3ヶ月超の定期・譲渡性預金の資金移動を除いた投資キャッシュフローから算出する、
実質フリーキャッシュフローは、65億円の支出となりました。

◎ 7ページをご覧ください。
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◎ セグメント別の実績です。

◎ 航空関連事業と旅行事業が増収となった一方、商社事業は減収となりました。

◎ 商社事業において、空港免税店の販売は好調に推移しましたが、
食品部門の売上が、前年を下回りました。

◎ 続きまして、航空事業の詳細についてご説明します。
10ページをご覧ください。
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◎ 航空事業における営業利益の、前年同期比較です。

◎ 売上高は、459億円の増加となりました。
国内旅客、国際旅客、貨物郵便、いずれの事業も増収となった他、
その他収入に含まれるLCC事業として、
Peach Aviationの収入も、売上高の増加に貢献しました。

◎ 営業費用は、354億円の増加となりました。
事業規模の拡大により、生産連動、並びに収入連動の費用が増加した他、
年度当初の業績予想でお示しした通り、整備費等が増加しました。

◎ 以上の結果、営業利益は、前年同期から105億円増加して、231億円となりました。

◎ 12ページをご覧ください。
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◎ 国内旅客の状況です。

◎ 昨年の第1四半期は、熊本地震の影響として、レジャー需要の減退に直面しましたが、
今年度は、総じて需要が堅調に推移しました。

◎ 左の図は、第1四半期の増収額、40億円の要因分析です。

◎ 旅客数要因では、九州方面へのレジャー需要が回復したことに加え、
低需要便への対策として、プロモーション運賃を積極的に展開したこと等により、
85億円の増収となりました。

◎ 一方、単価要因では、客体構成の変化等により、45億円の減収となりました。

◎ 右の図では、四半期別の実績推移をお示ししています。
2014年度以降、生産量の抑制に方針を転換し、需給適合を進めてきた結果、
当第1四半期の座席利用率は64.5パーセントまで向上しました。

◎ 14ページをご覧ください。
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◎ 国際旅客の状況です。

◎ 左の図をご覧ください。
第1四半期の増収額、161億円の要因分析です。

◎ 旅客数要因では、生産量の拡大に合わせて、着実に需要を取り込んだことで、
65億円の増収となりました。

◎ 単価要因では、堅調な需要動向を背景に、イールドマネジメントを徹底したこと、
並びに、客体・路線構成が変化したことにより、95億円の増収となりました。

◎ 続いて、15ページをご覧ください。
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◎ 方面別の供給と需要の推移です。

◎ 北米方面、欧州方面、アジア・オセアニア方面は、総じて順調な実績となりました。
これらの方面では、業務渡航を中心とした日本発需要に加え、海外発需要についても、
前年を上回る取り込みを実現しました。

◎ 欧州方面については、前年同期においてテロの影響を受けていましたが、
日本発の旅行需要が回復したこともあり、旅客キロが大幅に増加しました。

◎ 中国方面では、足元の動向として、日中間における市場全体の供給量が高止まりする中で、
訪日需要の増加ペースが緩やかになっています。
需給ギャップの拡大による影響が続いたことで、第1四半期の旅客キロは前年を若干下回りました。

◎ 21ページをご覧ください。
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◎ 国際貨物の状況です。

◎ 左の図をご覧ください。第1四半期の増収額、64億円の要因分析です。

◎ 重量要因では、日本発着の輸出入貨物や、中国発北米向け三国間貨物等の取り込みが
奏功した結果、25億円の増収となりました。

◎ 単価要因でも、堅調な需要動向を、販売レートの向上につなげたこと等により、
40億円の増収となりました。

◎ 右の図は、輸出入貨物の総需要と、当社グループ実績の推移です。
総需要の回復が後押しとなり、当社グループの販売状況は大きく改善してきました。

◎ 引き続き、フレイターネットワークの見直しを中心に、生産量の最適化を進めながら、
需要を効率的に取り込んでいきます。

◎ 23ページをご覧ください。
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◎ LCC事業の実績として、本ページにバニラエアの状況を、
24ページにPeach Aviationの状況を、それぞれお示ししています。

◎ LCC会社間の競争は厳しさを増していますが、第1四半期の座席利用率は、
両社ともに85パーセント前後となり、高い水準を確保しました。
需要を安定的に取り込みながら、イールドマネジメントによる収入の最大化を追求しています。

◎ なお、24ページの下段に記載の通り、Peach Aviationは、
9月下旬より、仙台、及び札幌から、新たに4つの路線に就航する計画です。

◎ 続きまして、26ページをご覧ください。
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◎ 本ページには、燃油と為替のヘッジ状況をお示ししていますので、ご参照ください。

◎ 最後に、今回の決算のポイントを、まとめさせて頂きます。

◎ まずは、トップラインの伸長です。
国際旅客事業の力強い牽引に加えて、
国内旅客事業も、リーマンショック以降で最高の売上高となりました。
国際貨物事業も、需給環境の好転により、大きく収入を伸ばした他、
新たに連結化したPeach Aviationも、増収に貢献しました。

◎ 次に、コストマネジメントです。
今年度は「安全と品質サービスの総点検」により、整備費や人件費が増加する計画です。
第1四半期においては、費用全体を着実にコントロールすることで、
売上高の拡大を、過去最高の営業利益に結びつけました。

◎ 私からの説明は以上です。ご清聴ありがとうございました。
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